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対す る C 1/2 transarticular screw fixation 
(Magerl 法) の経験. 第84田 中部 日 本整形外科
災害外科学会， 1995， 5 ， 大津.

30 ) 寺畑信男， 牧山 尚也 松井寿夫 : 四肢外傷の
手術例 に 硬膜外 持 続麻 酔 と Patinet Control 
Module を 併用 し た術後終痛管理 の意義. 第84
田 中 部 日 本 整 形 外 科 災 害 外 科 学 会 ， 1 9 95 ， 5 ，  
大津.

3 1 )  白石尚基， 松井寿夫， 松野博 明 ， 酒井清司 ，
根塚 武 : エ リ ス ロ ポ エチ ンを用 いた慢性関節 リ
ウ マ チ患者の 自 己血貯血無効例の検討. 第84回中
部 日 本整形外科災害外科学会， 1995， 5 ， 大津.

32 ) 松井寿夫， 北 川 秀機， 金森 昌 彦， 川 口 義治，
中村 宏， 辻 陽雄 : 腰部神経根障害 の臨床 的 、
電気生理学的変化 と 術後改善. 第24回 日 本脊椎外
科学会， 1995， 6 ， 東京.

33 ) 大島 博， 北川秀機， 松井寿夫， 石原裕和，
辻 陽雄， 高野治雄 米津孝信 : 外傷性呼吸性四
肢麻療におけ る呼吸麻療の発生， 回復お よ びそ の
予知. 第24回 日 本脊椎外科学会， 1995 ， 6 ， 東京.

34 ) 石原裕和， 松井寿夫， 長 田 龍介， 大島 博，
辻 陽雄 : 若年性腰椎椎間板ヘルニ ア 発生素因 と
し て の非対称性椎間関節. 第24回 日 本脊椎外科学
会， 1995， 6， 東京.

35 ) 白石尚基， 松井寿夫， 松野博 明 : エ リ ス ロ ポ
エ チ ンを用いた慢性関節 リ ウ マ チ患者 の 自 己血貯
血. 第 2 回 富 山 県 自 己血輸血研究会， 1995 ， 6 ，  
富山.

36 ) 市村和徳， 高 田 {必 ， 石井佐宏， 木 田 泰弘，
今回光一 : 膝関節手術後に生 じ た反射性交感神経
性 ジ ス ト ロ フ ィ ー の 2 症例. 第 135 回北陸整形外
科集談会， 1995， 6 ， 福井.

37 ) 金森昌 彦 ， 松井寿夫， 遊道和雄， 大森一生，
辻 陽雄 : MRI に よ る 脊髄腫湯の質 的診断 の可
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科学会 ・ 骨軟部腫蕩学術集会， 1995， 7 ， 東京.

38 ) 遊道和雄， 松井寿夫， 金森昌彦， 大森一生，
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辻 陽雄 : 骨軟部腫蕩におけ る血中細胞外マ ト リ ッ
ク ス 蛋 白濃度 の転移マ ー カ ー と し て の有用性 と倍
加時間に よ る 予後 の評価. 第28回 日 本整形外科学
会 ・ 骨軟部腫易学術集会， 1995， 7 ， 東京.

39 ) 大森一生， 松井寿夫， 金森 昌彦， 遊道和雄 :
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例. 第28回 日 本整形外科学会 ・ 骨軟部腫蕩学術集
会， 1995， 7 ， 東京.

40 ) 松野博 明 ， 酒井清 司 ， 根塚 武 ， 辻 陽雄，
近藤正一， 後藤 真 : RA患者 に お け る 高 分子 ヒ
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1995， 8 ， 新潟.

41 ) 吉野 修， 平野典和， 今 回 光一， 飯 田 唯史 :
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42 ) 松野博 明 ， 酒井清司， 根塚 武 ， 辻 陽雄，
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変化. 第 7 田 中部 リ ウ マ チ学会総会， 1995 ，  9 ，  
名古屋.

43 ) 酒井清司， 松野博明， 根塚 武 ， 辻 陽雄 :
ミ ゾ リ ビ ン投与 に よ る 抗SS-A抗体価の減少効果.
第 7 回中部 リ ウ マ チ学会総会， 1995 ， 9 ， 名 古屋.

44 ) 根塚 武， 松野博 明， 酒井清司， 辻 陽雄，
桧垣修一 : 慢性関節 リ ウ マ チ ( RA ) に類天庖療
を合併 した稀 な 1 例. 第 7 回中部 リ ウ マ チ学会総
会， 1995， 9 ， 名 古屋.

45 ) 根塚 武， 松野博明， 酒井清司， 辻 陽雄 :
2 次性梅毒性関節炎 の 1 症例. 第 7 田中部 リ ウ マ
チ学会総会， 1995 ， 9 ， 名古屋.

46 ) 森 田 多哉， 松野博 明 ， 辻 陽雄， 白 井俊一，
広瀬幸子， 末吉徳芳 : 実験的関節炎モ デルマ ウ ス
発症 におけ る ア ポ ト ー シ ス の役割 と モ デル動物に
お け る 相違. 第 7 回 中部 リ ウ マ チ学会総会， 1995， 
9 ， 名 古屋.

47 ) 松井寿夫 : 腰椎後方手術 に伴う 馬尾集合癒着.
第16回脊髄 シ ンポ ジ ウ ム . 1995， 9 ， 東京.

48 ) 金森昌 彦 ， 松井寿夫， 遊道和雄， 大森一生，
安田剛敏 : 筋肉内脂肪腫摘 出 に つ い て の一考察.
第85回中部 日 本整形外科災害外科学会. 1995， 10， 
広島.

49 ) 石原裕和， 松井寿夫， 長 田 龍介 ， 大島 博，
辻 陽雄 : 若年性腰椎椎間板ヘルニ ア発生素因 と
し て の非対称性椎間関節. 第85田中部 日 本整形外
科災害外科学会. 1995 ， 10 ， 広島.

50 ) 白 石 尚基， 松井寿夫， 市村和徳， 高野治雄，

中藤真一 : 頚髄損傷の合併症 と し て の多尿症. 第
85田中部 日 本整形外科 災害外科学会. 1995 ， 1 0 ，  
広 島

5 1 ) 大島 博， 長 田龍介， 石原裕和， 飯 田 唯 史，
平野典和， 辻 陽雄， 開 繁義 : ア ス コ ル ビ ン酸
お よ びグル タ チオ ンの椎間板内部位別含有量 と酸
化型対還元型比の検討. 第10回 日 本整形外科学会
基礎学術集会. 1995， 10 ， 軽井沢.

52 ) J 1 1 口 善治 ， 松井寿夫 ， 辻 陽雄 : 腰椎後方展
開排除操作におけ る傍脊柱筋変性の検討 (第 7 報).
第10回 日 本整形外科学会基礎学術集会. 1995， 10， 
軽井沢.

53 ) 大森一生， 松井寿夫， 金森昌彦， 遊道和雄， 安
回剛敏， 辻 陽雄 : 転移能の異な る マ ウ ス 未 分化
内腫株におけ る ゼ ラ チ ナ ー ゼ活性 のTGF・ ß 1， b 
FGF， TNF- α の影響. 第10回 日 本整形外科学会
基礎学術集会. 1995， 10， 軽井沢.

54 ) 中野正人， 松井寿夫， 三秋謙太郎， 山上
亨， 辻 陽雄 : 腰椎後方侵襲 に よ る 馬尾血管透
過性充進 と 癒着 (第 2 報 ) 第10回 日 本整形外科学
会基礎学術集会. 1995， 10， 軽井沢.

55 ) 飯田唯史， 石原裕和， 大島 博， 平野典和，
長 田龍介護， 辻 陽雄， 小幡賢一 : 静水圧が ヒ ト
腰椎椎間板基質合成お よ び分解酵素酸性に及ぼす
影響. 第 10 回 日 本整形外科学会基礎学 術 集 会 .
1995， 10， 軽井沢.

56 ) 藤江秀樹， 松井寿夫， 金森昌彦， 遊道和雄 ， 大
森一生， 辻 陽雄 : マ ウ ス 未分化肉腫株 に お け る
L α ，  25 (OH) 2 D 3 の基底膜浸潤能抑制効果

57 ) 松野博 明 : RA患者 に対す る 高分子 ヒ ア ル ロ
ン酸関節内注入療法の試み. 第14回富山 リ ウ マ チ
と 免疫研究会. 1995， 1 1 ， 富山.

58 ) 北川秀機， 大島 博， 中村 宏 : 高位頚髄損
傷における呼吸麻捧回復の電気生理学的予知. 第
30回 日 本パ ラ プ レ ジ ア 医学会， 1995， 1 1 ， 金沢.

59 ) 森 啓子 ， 岸 裕幸， 奥村 昌 央， 杉山 英二，
松野博明， 酒井清司， 餐和田潤， 西村泰治， 村 口

篤 : 928抗原 : 多型性を示す新た なHLA様分子.
日 本免疫学会， 1995， 1 1 ， 福岡.

60 ) 清水勝利， 浅井正嗣， 渡辺行雄， 大島 博 :
脊柱側室毒症症例の体平衡機能検査. 第54回 日 本平
衡神経学会， 1995， 1 1 ， 大阪

6 1 )  長田龍介， 松井寿夫， 谷川孝史 : 腰椎前方椎
体問固定後に後方手術を要 した症例の検討. 第 6
回北陸脊椎外科研究会， 1995， 12 ， 富山.

62 ) 谷川孝史， 松井寿夫， 金森 昌彦， 北川秀機，
川 口 義治， 中村 宏， 長田龍介， 三秋謙太郎， 松
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田芳和， 吉野 修 : 脊髄手術 にお け る筋電図モ ニ
タ リ ン グ の有用性. 第 6 回北陸脊椎外科研究会，
1995， 12 ， 富山.

63 ) 重田哲哉， 松井寿夫， 長 田 龍介， 松野博 明 :
外傷性第 5 腰椎分離すべ り 症の 1 例. 第 6 回北陸
脊椎外科研究会， 1995 ， 12 ， 富山.

64 ) 白 石 尚 基， 松井寿夫， 金 森 昌 彦 ， 谷 川 孝 史，
松 田 芳和， 吉野 修， 牧山 尚也， 寺畑信男 : 脊椎
手術後終痛 に対す る 硬膜外鎮痛法. 第 6 回北陸脊
椎外科研究会， 1995， 12 ， 富 山.

65 ) 大島 博， 石原裕和， 米津太聞 : 脊髄空洞症
を伴 う 脊柱側寄症 6 例の臨床的検討. 第 1 37 回北
陸整形外科集談会， 1995， 12 ， 富山.

66 ) 松 田 芳和， 松井寿夫， 金森 昌 彦， 長 田 龍介 :
四肢 におけ る 骨関節結核の 6 例. 第 137回北陸整
形外科集談会， 1995， 12 ， 富山.

67 ) 藤田 雄介， 松野博明， 酒井清 司 ， 中村 宏 :
外傷性殿部巨大血腫 に よ り 坐骨神経麻揮を き た し
た 1 例. 第137回北陸整形外科集談会， 1995 ，  1 2 ，  
富山.

68 ) 米津太聞， 松井寿夫， 金森昌 彦， 長 田 龍介 ， 谷
川孝史 : 免疫不全に合併 し た非定型慢性骨髄炎の
1 例. 第137回
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6) 松野博明 : 変形性膝関節症用硬性膝装具 iG-II
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本整形外科学会学術集会ハ ンズオ ンセ ッ シ ョ ン予
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7) 辻 陽雄 : 腰痛 の マ ネ ジ メ ン ト . 下新川郡 ・ 魚
津市医師会生涯教育講座特別講演会. 1 995 . 1 
富山.

8 ) 辻 陽雄 : 高齢者 腰 ・ 下肢痛の臨床. 熊本臨
床整形外科医会教育研修会. 1995， 2 ， 熊本.

9) 辻 陽雄 : 椎間板の生物学 と behavior， そ の疾
病構造. 第 7 回 日 本経皮的椎間板摘 出 術研究会.
1995， 2 ， 名古屋.

10 ) 辻 陽雄 : 腰部脊柱管狭窄症 の診断 と 治療 .
(座長) 第 6 回腰痛 シ ン ポ ジ ウ ム ， 1995， 3 ， 東京.

1 1 )  松野博明 : 新 し い リ ウ マ チ の治療法. 富 山 医
科薬科大学医学部お よ び附属病院助手会研究交流
会， 1995， 3 ， 富山.

12) 辻 陽雄 : 肩 こ り と 腰痛. 北 日 本 新聞 ・ カ ル
チ ャ ーセ ン タ ー 「健康セ ミ ナ ーJ ， 1995， 4 ，富山.

13 ) 松野博 明 ， 辻 陽雄 : 変 形 性 膝 関 節 症 装 具
iG-II OA ブ レ ー ス 」 の効果. 第68 回 日 本整形

外科学会学術集会ハ ン ズ オ ン セ ッ シ ョ ン ， 1995 ，  
4， 横浜.

14 ) 北川秀機， 大 島 博， 中村 宏， 辻 陽雄，
松平洋子， 川合 宏， 新出敏治 : 呼吸麻捧を伴 う
高位頚髄損傷 : 呼吸麻庫回復の電気生理学的予知.
第 1 1 回富 山 県 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 研 究 懇 話 会 ，
1995， 4， 富山.

15 ) 辻 陽雄 : 脊椎固定を め ぐ る 諸 問題 と そ の在
る べ き 姿. 第13回北海道脊椎疾患研究会. 1995 ，  
5 ， 北海道.

16 ) 今回光一 : 近年注 目 さ れ る 骨組索症. 富 山 県
保険医協会臨床懇話会. 1995 ， 5 ， 富山.

17 ) 辻 陽雄 : 腰部椎間板 ヘル ニ ア - ヘル ニ ア の
治療は こ う 変わ る . 第24回 日 本脊椎外科学会座談
会. 1995， 6， 東京.

18) 辻 陽雄 : 肩凝 り ・ 痛み の発症機序 と 対処.
第17回 (社) 日 本柔道整復師会 ・ 北信越ブ ロ ッ ク
接骨学会， 1995， 6， 富山.

19) 辻 陽雄 整形外科 ・ リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン教
育 と 実践の在 り 方. 第12回富山医科薬科大学立山
セ ミ ナー， 1995， 7 ， 富山.

20 ) 辻 陽雄 : 整形外科医療の本質 と 倫理. 第 1 2
回 富 山 医 科 薬 科大学 立 山 セ ミ ナ ー ， 1 9 9 5 ， 7 
富山.

21 ) 松井寿夫 : 腰椎外科の在 り 方 と 倫理. 第1 2 回
富山医科薬科大学立山セ ミ ナ ー， 1995 ， 7 ， 富 山.

22 ) 大島 博 : 宇宙医学 と 整形外科学研究 (1). 第
12 回富山 医科薬科大学立山 セ ミ ナ ー ， 1995 ，  7 ，  
富山.

23 ) 北川秀機 : 医薬大にお け る リ ハ ビ リ テ ー シ ョ
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巣線維肉腫の 1 例 . 臨床婦人科産科 49 : 895 幽
899. 1995. 

⑩ 総 説
1 ) 伏木 弘 泉 陸一 : 子宮癌 の転移 .

人科産科49 : 1ふ17， 1995 . 
2 ) 伏木 弘 泉 陸一 : 家族性卵巣癌， 子 宮癌 .

日 本臨床. 53 : 2769・2772， 1995 . 
3 ) 堀 慎一， 新居 隆 : 子宮体癌発症の危険因子

と し て の肥満症. 日 本臨床 53 : 290-295， 1995. 
4 ) 山 口 圭子， 新居 隆， 泉 陸一 : I小児 ・ 思春

期 の腹痛 を伴 う 婦人科疾患J . 小 児 内 科 27 : 
279-282. 1995 . 

⑨ 学会報告
1 )  塩崎有宏， 高木紀美代， 浅見政俊， 山中美智子，

根本 明 彦， 是津光彦， 川 滝元 良 : 生後 counter
-shockを必要 と した難治性胎児頻脈の一例. 第305
回 日 本産科婦人科学会神奈川地方部会， 1995， 1 ， 
横浜

2 )  浅見政俊， 高木紀美代， 塩崎有宏， 山中美智子，
根本明彦， 是津光彦 ・ 分娩前胎児脳内出血の一例.
第305 回 日 本 産 科 婦 人 科 学 会神 奈 川 地 方 部 会 ，
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産
学環境 と 椎間板代謝. 第12回富山医科薬科大学立
山セ ミ ナー， 1995 ， 7 ， 富山.

25 ) 辻 陽雄 : 腰痛外来の と つ. 熱海市医 師会学
術講演会. 1995， 8 ， 熱海.

26 ) 辻 陽雄 : こ り と 痛みの治療 ・ 管理. 学術講
演会， 1995， 9 ， 京都.

27 ) 辻 陽雄 : 余生医療 を 考 え る - 脊椎外科 の立
場か ら. 第85回中部 日 本整形外科災害外科学会教
育研修講演， 1995， 10， 広 島.

28 ) 辻 陽雄 : 急性， 慢性腰痛 の治療 と 管理 の コ
ツ . 筑後臨床整形外科医会学術講演会. 1995， 10， 

筑後.
29 ) 辻 陽雄 : 脊椎イ ン ス ト ウ ル メ ン テ ー シ ョ ン

の問題点. ラ ジオ た ん ぱ 「マルホ整形外科セ ミ ナーJ
， 1995 ， 1 1 ， 東京.

30 )  松井寿夫 : 腰椎後方手術 に お け る 問題点 と 対
策. 北信越整形外科医会講演会. 1995， 1 1 ， 長野.

3 1 ) 今回光一 : 骨粗緊症治療薬 の 選択基準 と 効果
的投与法. 第237田富山 県病院薬剤師会学術研修
会， 1995， 1 1 ， 富山.

32 ) 辻 陽雄 整形外科看護 に お け る イ ン フ ォ ー
ム ド コ ンセ ン ト に つ い て . 第 5 回整形外科看護セ
ミ ナ ー特別講演. 1995 ， 1 1 ， 富山.

33 ) 松井寿夫 : 関節疾患の基礎知識. 第 5 回整形
外科看護セ ミ ナー. 1995， 1 1 ， 富 山.

34 ) 平野典和 : 膝関節周辺骨折 の治療 と 看護 の ポ
イ ン ト . 第 5 回整形外科看護セ ミ ナー. 1995， 1 1 ，  
富山.

35 ) 大島 博 : 股関節周辺疾患の手術療法 と 看護
のポ イ ン ト . 第 5 回整形外科看護セ ミ ナ ー. 1995， 
1 1 ， 富山.

36 ) 松野博 明 : RA患 者 の 手術療法 と 看護 の ポ イ
ン ト . 第 5 回整形外科看護セ ミ ナ ー . 1995 ， 1 1 ，  
富山.

37 ) 今回光一 : 膝半月 及び、 靭帯損傷の手術療法
と 看護 の ポ イ ン ト . 第 5 回整形外科看護セ ミ ナー.
1995， 1 1 ， 富山.

38 ) 松井寿夫 : 後縦靭帯骨化症患者 の 日 常生活の
注意事項. 小杉保健所後縦靭 帯 骨 化 症 相 談会 .
1995， 12 ， 富山.


